
 

 

 

 

 

 

 

世界ジオパークに認定された山陰海岸ジオパーク拡大エリアにある「あおや郷土館」に、山陰

海岸ジオパーク最西端の玄関口として、山陰海岸ジオパークと地元青谷の魅力を情報発信するた

め、「山陰海岸ジオパーク展示コーナー」をオープンします。 

 

記 

１.オープン 

 平成２６年１１月１２日（水） 午前１０時００分 

 

２.現地説明会 

 【日時】平成２６年１１月１２日（水） 午前１０時００分から１時間程度 

  

【場所】鳥取市あおや郷土館 ロビー（鳥取市青谷町青谷２９９０番地４） 

 

【説明者】あおや郷土館館長 河根裕二 

      （説明補助） 鳥取市鳥取砂丘・ジオパーク推進課 

 【説明会対象者】報道関係者 地元関係者、山陰海岸ジオパーク関係者 など 

 

３ 展示内容 

○東西１２０ｋｍ「山陰海岸ジオパークを旅しよう！」 

・京都府京丹後市立岩から鳥取市青谷町井手ケ浜までの東西約１２０ｋｍの山陰海岸ジオ

パークの見どころを床面地図と５２インチ液晶テレビ（115cm×65cm）で紹介します。 

○１３００年の歴史「因州和紙の魅力」 

・三叉（みつまた）、楮（こうぞ）、雁皮（がんぴ）といった和紙の原材料と和紙製品を展

示するとともに、和紙の製造工程を詳しく展示します。 

○４００年の歴史「夏泊の海女漁」 

・夏泊の人々の暮らしと海女漁を８０インチ液晶テレビ(1772cm×997cm)と、最新デジタ

ル技術による「グランドエフェクト*」手法で紹介します。 

 ※グランドエフェクトとは、鑑賞者の足元の映像が、足の動きに反応して動く機能のこ

とをいいます。 

○地下の弥生博物館「青谷上寺地遺跡」 

・出土品レプリカ１１点の展示をはじめ、遺跡の特徴を詳しく紹介します。 

○鳴り砂の浜「井手ケ浜」 

   ・井手ケ浜の映像を８０インチ液晶テレビ(1772cm×997cm)で紹介するとともに、全国

の鳴砂浜の紹介、３２インチ液晶テレビ(71cm×40cm)に投影する顕微鏡での砂粒観察が

体験できます。 

 

記者発表資料 

平成 26年 11月 7日 

担当課 鳥取砂丘・ジオパーク推進課 

連絡先 20-3036（内線 2542） 



  

■あおや郷土館 位置図 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■展示コーナー配置図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

外観写真（工事中）外装、内装、パネル等 設置中 
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